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公立大学法人秋田県立大学は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を次のとおり

宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ４年３月１８日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

社会 

環境 

教育においては、

SDGs を 21 世紀型

教養の一つと位置

づけ、教育課程全

体を通底する理念

として SDGs 推進

の視点を取り入れ

るとともに、各専

門分野において

も、スマート農

業、DX など、先端

的な SDGs 推進の

技術や知見を教授

し、SDGs 実現に貢

献する人材を養成

する。 

SDGs 及びデータ

サイエンスに関す

る素養と、先端的

科学技術や生物資

源に関する専門の

知識・技能を身に

つけ、持続的な社

会の発展に貢献で

きる人材を輩出す

る。 

・社会の持続的な発展に貢献できる人材を養

成するため、SDGs に関する授業（14 科目程

度）、データサイエンスに関する授業（16 科

目程度）のほか、再生可能エネルギー、

DX、AI、スマート農業、木材資源利用等に

関する先端的科学技術や生物資源に関する授

業を開講している。 

・SDGs を現代的な教養と位置づけ、環境に

関連した多様な社会課題や SDGs について全

学的に関心を高められるよう「総合科目 A 人

間と環境」を令和５年度より開講している。 

・データサイエンス入門プログラム（内閣府

等による数理・データサイエンス・ＡＩ教育

プログラム認定制度においてリテラシーレベ

ル認定）を令和５年度より全学的に実施して

いる。 

・データサイエンスに関する素養を深めるた
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本学は、「次代を担う有為な人材の育成と、開かれた大学として地域の持続的発展に貢献する」ことを

理念としており、機械・電気・電子・情報・建築・経営工学の幅広い産業分野におけるグリーンイノベー

ションを志向した先端的科学技術の教育研究と、食・農・林、さらにはそれらを取り巻く環境の持続可能

性の構築及び、人・地域の持続的発展を目指して地域の多様で豊かな生物資源に関する教育研究を深化

させます。これらの教育研究の成果を結集した秋田版スマート農業では、農業改革をはじめ関連する製

造、情報通信業等の産業振興へ波及する取組を行い、人口減少・少子高齢化が進む秋田県において、持続

可能で環境改善も進む Society5.0 の実現に貢献していきます。SDGs は、その実現に秋田県立大学が必

要とされており、秋田県立大学にとっても必要な目標です。引き続き地域の皆様と共に目標達成を目指

します。 



め、東日本電信電話株式会社秋田支店の協力

のもと、まちの課題と課題解決をテーマとし

て、「データサイエンティスト育成を目指し

たワークショップ」を開催した。 

経済 

社会 

環境 

研究においては、

クリーンエネルギ

ーを用いて動く高

性能モーター、秋

田版スマート農

業、DX など、多様

な専門分野でグリ

ーンイノベーショ

ンを志向した研究

開発を遂行する。

また、食・農・林

とそれらを取り巻

く環境の持続可能

性の構築と、人・

地域の持続的発展

を目指して地域の

多様で豊かな生物

資源に関する研究

を深化させる。 

秋田版スマート農

業、航空機用高性

能モーターなど、

Society5.0 の実

現に貢献する研究

開発を行い、社会

実装に繋げる。 

さらに、物質環境

の適正化や生態系

機能評価、最新技

術を駆使した環境

保全型農業の推進

による水質改善や

化石資源から循環

型バイオマス資源

への転換等を通じ

た気候変動対策、

さらには機能性食

品開発等による健

康寿命の増進な

ど、人や地域の持

続可能な発展をめ

ざす。 

・DX に関連する研究として、由利本荘市の

過疎地域を対象とした「乗り逢い交通」事業

に参画し、タブレットを利用した予約・相乗

りシステムを提供している。 

・八郎湖流域管理研究会と共催で、「大潟村

の営みと環境、持続可能な地球に繋がる農

業」シンポジウムを開催した。 

・本学教員が参画するバイオマスボイラーに

よる地域熱供給事業において、米の収穫に伴

って大量に発生する「もみ殻」を燃料にした

バイオマス熱を地域に供給するプラントが大

潟村に完成し、村内施設への熱供給を試験的

に開始した。 
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経済 

社会 

環境 

社会貢献について

は、各専門分野の

SDGs に関連する教

育研究の成果によ

り、グリーンな地

域作りや産業振興

に協力していく。

また、SDGs の実践

を可視化し、公開

講座等を通じて県

民への啓発に努め

る。 

SDGs に関連する

大学の知見に基づ

いて、地域のまち

づくり、企業の技

術開発等への支

援、スマート農業

指導士等の人材養

成、小中学生向け

学習ゲームの考案

など、多様なニー

ズに応えていく。 

・地域のまちづくり関連では、建築の木質化

に向けた構造部材の開発や秋田での 2050 年

カーボンニュートラル実現のための住宅政策

シナリオを提示した。また、TDK 一番堰まち

づくり事業に参画し屋外空間をデザインし

た。 

・三種町では、持続可能な地域をつくるため

の共同研究の一環として、地元の小中学生が

レゴブロックを使って未来の下岩川の姿をつ

くるワークショップを行った。 

・自分らしい生き方を想像し、秋田という風

土の中で暮らし方と働き方を創造する人々が

集う場所というコンセプトのもと、県内の３

つの公立大学が連携してソウゾウの森会議を

県内各地にて計６回開催した。 

・スマート農業指導士育成プログラムでは、

20 名（予定）の受講生にスマート農業指導

士の資格を授与し、技術の普及を図った。 
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・SDGs の学習ツールとして考案した

「SDGs ゲーム」を学内研修や学外でのゲー

ムイベントで活用した。 
 
 

 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


